
王子総合高等学校　令和４年度　年間授業計画
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

20

３
学
期

B 単元：データの活用
【知識及び技能】
　データの性質とその特徴に理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　データの性質を正しく理解させ，考査
し，分析させる。
【学びに向かう力、人間性等】
　データの加工の必要背を理解，分析させ
自分の考えさせる。

・指導事項
　データの収集
　データの分析
・教材：教科書・サブノート・補助教材
・パソコン教室のパソコン等

定期考査

○ ○ ○

【知識・技能】
　データの性質とその特徴について理解している。
　数値データの集計やテキストマイニングについて理

解している。
【思考・判断・表現】

　データの性質の違いを把握し，データの分析を行う
ことができるデータになっているかを考察している。
　集計した数値データやテキストデータを分析し，考

察している。
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○ ○ 8

70

○

２
学
期

A 単元：情報のデジタル化・コンピュータ
の仕組み
【知識及び技能】
　七ログとデジタルの特徴を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　基数返還が表現でき，作業効率がある方
法を理解させる。
【学びに向かう力、人間性等】
　デジタル化について関心を持たせ，プロ
グラム処理を表現させる。

・指導事項
　デジタルデータと２進法
　コンピュータの基本的な構成
　ＣＰＵとメインメモリ
・教材：教科書・サブノート・補助教材
・パソコン教室のパソコン等

○ ○

１
学
期

A 単元：情報社会を見渡してみよう。
【知識及び技能】
　情報社会の利便性について知識技能を深
めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　情報しゃきあの長所や短所について考え
させる。
【学びに向かう力、人間性等】
　情報社会の利用における注意点について
考えを深めさせる。

・指導事項
　ＳＮＳの普及と情報モラル
　情報社会を支える法律
　著作権に関する法律
・教材：教科書・サブノート・補助
教材
・パソコン教室のパソコン等
  一人一台端末の利活用

・指導事項
　デザインの基本も見てみよう
　情報デザイン
　情報を伝えるさまざまな手段
　誰にとってもわかりやすい情報デ
ザインの工夫
　情報デザインの流れ
・教材：教科書・サブノート・補助
教材

○

○

定期考査

B 単元：コミュニケーションと情報デザイ
ン
【知識及び技能】
　情報デザインの考え方と目的を理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　身近にある情報デザインの例から適切に
分類させる。
【学びに向かう力、人間性等】
　身近にある情報デザインの例から主体的

○

○

【知識・技能】
　アナログとデジタルの特徴を理解している。２進法
による表現と情報量の単位について理解している。
　ハードウエアの役割について理解している。
【思考・判断・表現】
　数を２進法，１０進法，１６進法で表現することが
できる。
　作業効率が上がる方法について考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　デジタル化や２進法に関心を持とうとしている。
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（2組：沖田・高橋）（3組：高橋・植原）（4組：沖田・植原）（5組：高橋・植原）

情報 情報Ⅰ

A 単元：情報通信ネットワークのしくみ
【知識及び技能】
　情報通信ネットワークの基本的構成を理
解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　情報通信基本的構成に説明させる。
【学びに向かう力、人間性等】
　自分で身の回りにあるネットワーク用の
機器について関心を持ち，適切に使えるよ
うにさせる。

・指導事項
　情報通信ネットワーク
　データ伝送の仕組み（ＩＰアドレスと
プロトコル，ＷＷＷと電子メール）
　情報セキュリティの重要性（個人認
証，暗号化）
・教材：教科書・サブノート・補助教材
・パソコン教室のパソコン等

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○

○

B 単元：アルゴリズムとプログラム
【知識及び技能】
　コンピュータは決められたアルゴ
リズムのとおりに命令を実行してい
ることを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　効率よく結果を出すために条件や
目的に合った簡潔で分かりやすいア
ルゴリズムを考えさせる。

・指導事項
　ものごとの手順とアルゴリズム
　アルゴリズムの図式化
　プログラムとプログラミン言語
　プログラムの構造
　プログラムを改善するときの考え
方
　プログラミングスタイルの変化
・教材：教科書・サブノート・補助

○ ○

○

○○

○

態知

【知識・技能】
　ＳＮＳの利便性や注意点について具体的に理解でき
ている。
【思考・判断・表現】
　ＳＮＳおよびインターネットの利用における長所・
短所について例をあげて説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　ＳＮＳおよびインターネット利用について，自分の
考えを深めようとしている。

○ ○ ○

○ ○

○

（6組：沖田・高橋）

【学びに向かう力、人間性等】

情報社会との関わりについて考えながら，問題
の発見・解決に向けて主体的に情報と情報技術
を活用し，自ら評価し改善しようとしている。

情報Ⅰ

配当
時数

（1組：沖田・植原）

【 知　識　及　び　技　能 】情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用できる知識及び技術を身につける。

10

効果的なコミュニケーションの実現，コン
ピュータやデータの活用について理解し，技能
を身につけているとともに，情報社会と人との
関わりについて理解している。

事象を情報とその結び付きの視点から捉え，問
題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切
かつ効果的に用いている。

情報Ⅰ図解と実習　日本文教出版

情報

情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活動を通して，問題の発見・解決できるようにする。

情報技術を適切かつ効果的に活用し，情報社会に主体的に参画するための資質・能力を養う。

16

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

領域
評価規準

合計

【知識・技能】
　情報デザインの考え方と目的を理解している。
【思考・判断・表現】
　身近にある情報デザインの例を抽象化，可視化，構
造化に分類することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　身近にある情報デザインの例や用いられている手法
を主体的に探そうとしている。

○

8

8

【知識・技能】
　コンピュータは決められたアルゴリズムのと
おりに命令を実行していることを理解してい
る。
【思考・判断・表現】
　効率よく結果を出すために条件や目的に合っ
た簡潔で分かりやすいアルゴリズムを考えてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○

○ ○

【知識・技能】
　情報通信ネットワークの基本的な構成につい
て理解している。
【思考・判断・表現】
　情報通信ネットワークの基本的な構成につい
て説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　自分で身の回りにあるネットワーク用の機器
について関心を毛持とうとしている。

○

○


